
（４）連携協約の状況

連携中枢
都市圏

締　結
件　数

締結年月日

○ 11
H29.3.28

（加茂市は
R2.3.27）

（５） 連携中枢都市圏で連携する具体的事項・特徴的取組

●　連携する具体的事項

ア　圏域全体の経済成長のけん引 連携の有無 ウ　圏域全体の生活関連機能サービスの向上 連携の有無

Ａ　生活機能の強化に係る政策分野

○

○

○

○

○

○

○

Ｂ　結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

○

イ　高次の都市機能の集積・強化 連携の有無 ○

○

○

○

Ｃ　圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

○

○

※　上記分類は、連携中枢都市圏構想推進要綱による分類

●　連携する特徴的取組

政策分野

戦略的な観光施策

福祉

新潟広域都市圏

R6年に新潟駅構内に新しく整備した観光案内センターにおいて、来訪者へのおもて
なしと新潟市及び新潟広域都市圏の観光情報・魅力の発信に取り組む。連携市町
村等の情報について、案内センターのデジタルサイネージやパンフレット等を活用し
て発信。

新潟広域都市圏
聴覚・言語機能に障がいのある方のための音声によらない119番通報システム＝
NET119緊急通報システムについて、新潟市の既設システムを共同運用し、対象者
の利便性向上を図っている。

ｄ　ａからｃまでに掲げるもののほか、圏域マ
ネジメント能力の強化に係る連携

ｄの内容

圏域名 具体的内容

ｄの内容
ａ　人材の育成

ｂ　外部からの行政及び民間人材の確保

ｃ　圏域内市町村の職員等の交流

ｂ　高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網
の構築

○
ｅ　地域内外の住民との交流・移住促進

ｆ　ａからｅまで掲げるもののほか、結びつき
やネットワークの強化に係る連携

ｃ　高等教育・研究開発の環境整備 ○

ｆの内容
ｄ　その他、高次の都市機能の集積・強化に
係る施策

ａ　地域公共交通

ｂ　ＩＣＴインフラ整備

ａ　高度な医療サービスの提供 ○
ｃ　道路等の交通インフラの整備・維持

ｄ　地域の生産者や消費者等の連携による
地産地消

ｅ　その他、圏域全体の経済成長のけん引に
係る施策

○
ｉ　その他

ｉの内容

ｅの内容
新潟市北京事務所を活用し連携市町村
の情報発信を行っている。

ｃ　地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 ○
ｅ　土地利用

ｆ　地域振興

ｄ　戦略的な観光施策 ○
ｇ　災害対策

ｈ　環境

ａ　産学金官民一体となった経済戦略の策定、
国の成長戦略実施のための体制整備

○
ａ　地域医療

ｂ　産業クラスターの形成、イノベーション実現、
新規創業促進、地域の中堅企業等を核とした
戦略産業の育成

○

ｂ　介護

ｃ　福祉

ｄ　教育・文化・スポーツ

（令和7年12月1日現在）

（令和7年12月1日現在）

名　　　　　　　　称
（連携中枢都市圏の場合は圏域名）

締　　結　　団　　体 ※

新潟広域都市圏
【新潟市】、三条市、新発田市、加茂市、燕
市、五泉市、阿賀野市、胎内市、聖籠町、
弥彦村、田上町、阿賀町　（７市３町１村）

※【　】は連携中枢都市となる圏域の中心市
※（　）は圏域において中心市と連携協約を締結している近隣市町村の数
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（６）定住自立圏の状況

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

医療 福祉 教育
土地
利用

産業
振興

その
他

地域
公共
交通

デジタ
ル・ディ
バイド
の解消
へ向け
たＩＣＴ
インフ
ラ整備

道路等
の交通
インフ
ラの整

備

地域の
生産者
や消費
者等の
連携に
よる地
産地消

地域内
外の住
民との
交流・
移住促

進

その
他

宣言中
心市等
におけ
る人材
の育成

宣言中
心市等
におけ
る外部
からの
行政及
び民間
人材の
確保

圏域内
市町村
の職員
等の交

流

ａからｃ
までに
掲げる
ものの
ほか、
圏域マ
ネジメ
ント能
力の強
化に係
る連携

その
他

長岡地域
定住自立圏

【長岡市】
小千谷市
見附市
出雲崎町
（２市１町）

H21.12.21 ○ ○ ○

環境、
消防・
防災、
各種
相談
等

○ ○ ○
公共
施設

○

糸魚川市
定住自立圏

【糸魚川市】
※合併一市
特例

H23.3.25
（中心市宣言

年月日）
○ ○ ○

環境、
消防・
防災

○ ○ ○ ○ ○

燕・弥彦
地域
定住自立圏

【燕市】
弥彦村
（１村）

H26.9.30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

村上岩船
定住自立圏

【村上市】
関川村
粟島浦村
（２村）

H27.7.15 ○ ○ ○ ○
生活・
雇用
支援

○ ○
関係
人口
創出

○

魚沼地域
定住自立圏

【南魚沼市】
魚沼市
湯沢町
（１市１町）

H28.3.25 ○ 〇 ○
生活
環境

○ ○ ○

新発田市・
胎内市・
聖籠町
定住自立圏

【新発田市】
胎内市
聖籠町
（１市１町）

H28.10.5 〇 ○ ○ ○

環境、
生活機
能の強

化

○ ○ ○

スポー
ツ振

興、結
びつき
やネッ
トワー
クの強

化

○ ○ ○

6 4 5 0 5 5 6 1 2 0 5 3 6 1 2 1 0

※1　【　】は圏域の中心市、（　）は圏域において中心市と連携協約を締結している近隣市町村の数

※2　定住自立圏構想推進要綱による分類

（令和7年12月1日現在）

合計

圏域名
締結団体

※1

形成協定
締結

年月日

定住自立圏で連携する具体的事項　※2

ア　生活機能の強化に係る
政策分野

イ　結びつきやネットワークの
強化に係る政策分野

ウ　圏域マネジメント能力の
強化に係る政策分野
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●　定住自立圏で連携する特徴的取組

（令和7年12月1日現在）

圏域名 政策分野 具体的内容

長岡地域
定住自立圏

その他（消防・防災）

中越大震災等の経験を通じて、災害・救急時には地域コミュニ
ティが大きな力を発揮することから、平成18年度より自主防災
会組織の結成や育成、さらには災害時に的確な判断や行動が
できる防災リーダーの養成に取り組んでいる。

糸魚川市
定住自立圏

地域内外の住民との
交流・移住促進

地層や岩石など地質学的な遺産を保護することなど目的とし
た「糸魚川ユネスコ世界ジオパーク」に認定されていることか
ら、地域資源と地質や自然遺産を結び付けて地域の魅力を発
信し、地域内交流及び都市との交流に取り組んでいる。

燕・弥彦
地域
定住自立圏

地域公共交通
自動車を運転できない圏域住民の買い物や通院・通学など生
活に密接な公共交通の確保のため、主要駅や病院を経由す
る循環バスや予約制の乗合ワゴン車を運行している。

村上岩船
定住自立圏

医療

医師と地域住民が手を取り合い、より良い地域社会を築く活動
を推進する目的で懇談会を設立。
地域医療の諸問題等について協議し、地域医療体制の整備
や、地域住民とともに地域医療についての認識を深める催し
の開催、学生を対象とした医師又は医療現場体験による人材
確保の取組も行っている。

魚沼地域
定住自立圏

その他（生活環境）

し尿等受入施設を２市１町で建設し、広域的な処理体制を整備
したことにより、環境負荷の軽減が期待される。また、施設の
広域化により、単独自治体で施設を整備・運営するよりも、建
設費及び管理運営費が節減され、行財政運営の効率化が図
られている。

新発田市・
胎内市・
聖籠町
定住自立圏

その他（ライフデザイ
ン・婚活支援）

結婚を望む人の多様なニーズに応えるため、三市町で主催す
るライフデザインセミナーや婚活イベントの他、県が運営する
マッチングアプリによる出会いの支援を行っている。また、婚活
対象者やその家族が利用できる無料個別相談会を開催してサ
ポート体制を充実させるなど、出会う前から結婚の希望をかな
えるまでの切れ目のない支援を行っている。
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